
感染症郁嘲   

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

出典   

ProMED  
2005年10月7日  究所は．ネブラスカ州S¢8tt8B山仔都にある施設で飼育されていたウシ3  

頭で－初の水痘性口内炎NewJers印株（VS－NJ）感染症例を確認し  
た。VS－NJウイルスは，発病した成牛3頭からの検体から分離された。  
これらの個体は．2005年ネブラスカ州で最初の水癌性口内炎症例であ  
る。加えて10月5日に，アイオワ州Amesの国立獣医学研究席は．ネブラ  
スカ州Scott8Blu仔郡にある別の施設で飼育されていたウマについて，  
ウイルス分離により水癌性口内炎と診断確優した。間組の2施毀は同じ  
SGOttS8Iu冊郡内にあるが．それぞれは約24マイル離れている。  

米国における水癌性口内炎のF01low－uPre抑圧No．20。今回報告儲丁  
日－2005年10月9日。病因の同定十水癌性口内炎ウイルスタイプN帥  口内炎ウイル  

ウシ膿ほう性  ス感染  
OIE Disease 
】nformation18（41）  

2005年10月14日  Jersey。新規アウトブレイクの詳細－Colorado州Me＄a都．Montezuma  
瓢Ouray都の農場（3件）（アウトブレイクの開始日2005年9月18日．  
2005年9月25日）：ウマにおいて疑い例9例，症例5軌ウシにおいて疑  
い例120例．症例1例。G0lorado州BigHorn都の農場（2件）（アウトブレ  
イクの開始日2005年9月25日，2005年9月28日）：ウマにおいて疑い例  
481札症例5例。－N鴎ra8b州ScottsBlu汗都の農場（2件）（アウトブレ  
イクの開始日2005年9月29日，2005年9月80日）：ウマにおいて疑い例8  
例．症例1例．ウシにおいて疑い例引例．症例3例。一肌ah州Du¢hesne  
都の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年9月23日）：ウシにおい  

て疑い例8例．症例3例。－Wyoming州Bighom郡．Conver8e郡．  
Fremont都．Go8h脚部の農場（11件）（アウトブレイクの開始日2005年8  
月15日～2005年10月1日）：ウマにおいて疑い例83例．症例11例．ウシ  
において疑い例208例．症例4例。  

■－t■■■■■■●■●■●一■■●■■■－■■■一■■■●■■■■－－■■■■■  

内炎のFotlow－uPrePO托N0．21。今回報告儲丁  0IEDisoa＄8  
lnformatjon18（42）  
之005年10月21日  

ウシ腺ほう性 口内炎ウイル ス感染  日－2005年10月18日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
J耶ey。新規アウトブレイクーWyoming州Biかom郡Lovetlの農場くアウト  
ブレイクの開始日2005年10月9日）：ウマにおいて疑い例2例．症例2  
例。－Wyoming州C8血n都EnG8mPm即tの農場（アウトブレイクの開始日  
2005年10月4日）：ウマにおいて疑い例5例．症例1例。－Wyoming州  
Fromont郡瀾ve血∩の農場くアウトブレイクの開始日2005年10月29日）：  

ウマにおいて疑い例3例，症例1例。－Wyoming州Go＄hen都To汀ing【on  
の農場（アウトブレイクの開始日20粥年9月29日）：ウシにおいて疑い例  

100例．症例1例。－Wyoming州Goshen郡To汀in虞Onの農場（アウトブレ  
イクの開始日2005年9月30日）：ウシにおいて疑い例37乳癌例2例。   
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撼ヰ竜（PT）   

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

出典   

0】EDi88a8e  
ln払rmation18く43）  

2005年10月28日  

概要   

米国における水癌性口内炎のFo＝ow－uPrePOrtNo．22：今回報告終了  
日一2005年10月23日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
J即さ8y。アウトブレイクの初回確層日－2005年4月27日。アウトブレイク  
の開始日－2005年4月用日。新規アウトブレイクーCoIorado州旧劇ta都  
Defta．Mesa都GrandJunction，Monte乙uma都Corte乙の農場（3件）（ア  
ウトブレイクの開始日2005年10月1日，2005年10月5日）：ウマにおいて  
疑い例7例．症例2例．ウシにおいて疑い例55例．症例1例。－】血ho州  
C8ribou都G門川槽の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月9  

日）：ウマにおいて疑い例9例．症例4例  
－Montana州BigHorn都St．Xavierの農場（1件）（アウトブレイクの開  
日2005年10月6日）：ウマにおいて疑い例2例．ウシにおいて疑い例27  
軌症例4例．ヒツジにおいて疑い例37例．ヤギにおいて疑い例1例。－  
Utah州Summit都Oakloyの農場（1件）（アウトブレイクの開始日20粥年  

10月8日）：ウマにおいて疑い例5例．症例1例，ウシにおいて嫌い例12  
例。－Wyoming州BigHorn都Hyattvi］1e，Carnpbel18Gil）ette．Carbon郡  
EncaImPment，Frernont都のPavillion農場（4件）（アウトブレイクの開始  
日2005年9月24日～2005年10月10日）：ウマにおいて疑い例23例．症  
例4例．ウシにおいて疑い例350例．症例2例。  

ウシ浪ほう性  
口内炎ウイル ス感染  

米国における水癌性口内炎－Follow－uPrePOrtNo、23：今回報告終了  
日－2005年10月30日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  

0IE Disease  
Infomation18（44）  

2005年10月30日  Jersey。新規アウトブレイクーColorさdo州Delta都Cr洲血rd．M¢8a郡  
G帽旧dJunGtjonの農場（2件）（アウトブレイクの開始日2005年10月17  

日．2005年10月28日）：ウシにおいて疑い例31例，症例2例．ウマにお  
いて疑い例10例，症例1例。－Nebra8ka州Scott＄Bluff都Lym8nの農場  
（アウトブレイクの開始日2005年10月12日）：ウシにおいて疑い例1¢例．  
症例1例．ヒツジにおいて疑い例2引例。－Utah州BoxElder都Paれ  
Valleyの農場－Du¢he8nモ櫛引uebell農場（2件）くアウトブレイクの開始日  

2005年10月20日．2005年10月柑日）：ウマにおいて疑い例28例．症例8  
例，ウシにおいて疑い例3例．ブタにおいて疑い例12例。・－Wyol油Ⅶ州  
8igHorn郡Burlington．Carbqn都Encampment．Sweetwater都McKinnen  
の農場（3件）（アウトブレイクの開始日2005年10月12日～2005年10月  

18日）：ウマにおいて疑い例58例．症例2例．ウシにおいて疑い例470  

例，症例8例。   
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感染症（PT〉   

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

出典   

OIEDi8ea＄○  

lnformation18（46）  

2005年11月18日  

概要   

米国における水癌性口内炎－F81low－uPrePO止No．24：今回報告終了  
日一之005年11月13日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプ仙川  
Jersey。新規アウトブレイクーC0lora血州Ea如都Bums．Gar鮎Id都  
R昨Ie．Mesa都Co恥帽n．DeBequ8．GrandJunction．Mcntezuma都  
Dotores．Ouray郡Ridgewayの農場（8件）（アウトブレイクの開始日2005  
年10月5日．10月21日．10月22日．10月25日．10月27日．10月30日）：  
ウシにおいて疑い例719帆症例4例．ウマにおいて疑い例哺例．症例5  
例。－Montana州BigHom都Hardihの農場（1件）（アウトブレイクの開始  
日2005年10月5日）：ウシにおいて疑い例200例．症例4例。－Wyoming  
州Na廿Ona都Ca叩8rの農場（1件）（アウトブレイクの開始日20閏年10月  

30日）：ウマにおいて疑い例10例．症例2例。－Wyoming州Paれ郡Powel  
の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月7日）：ウシにおいて  

疑い例100例．症例5例．ウマにおいて疑い例1例．症例0例。－  
Wyoming州Sweetw8ter都MGKhn8nの農場（1件）くアウトブレイクの開始  
日2005年10月10tヨ）：ウシにおいて疑い例500例．症例3例。  

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル ス感染  

01E Disease 
Information18（49）  

2005年12月9日  

米国における水地位口内炎－F01－ow－uPrO匹止N0．25：今回報告終了  
日－2005年12月4日。病因の同定一水痘仕口内炎ウイルスタイプNew  
J訂Sey。新規アウトブレイクーColorado州D班a都Deltaの農場（アウトブ  
レイクの開始日2005年11月川日）：ウマにおいて疑い例4例．ウシにお  
いて疑い例5例，症例1例。－C0lorado州Montrose郡Olath¢の農場（ア  
ウトブレイクの開始日2005年11月15日）：ウマにおいて疑い例3例．ウシ  
において疑い例10例．症例1例。－Wyomin8州Johnson都K8yOe¢の農  
場（アウトブレイクの開始日2005年11月1日）：ウマにおいて疑い例¢例．  
ウシにおいて疑い例用例．症例1例．ヒツジにおいて疑い例4例。－  
Wyoming州Natrona都Evan8V‖eの農場（アウトブレイクの開始日2005年  
11月¢日）：ウシにおいて疑い例47例．症例3例。  

匪  

米国における水癌性口内炎－Fo‖ow－uPrO叩止No．27：今回報告終丁  
日－2005年12月31日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNow  ウシ膿ほう性 口内炎ウイル ス感染  

OIE Disea80  
lnねmation19（2）  
2000年1月12日  Jersoy。新規アウトブレイクーColorado州De他部De他の農場（アウトブ  

レイクの開始日2005年11月14日）：ウマにおいて疑い例4例．ウシにお  

いて疑い例222例．症例3例。  

症例確認を受けて．ミネソタ州を家畜（ウシ）に緒  
結核  

ProMED200¢0201 －0040  核の存在しない（TB一触e）州の地位から降格させる。   
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ヰ強痘滞璃  出典   

カナダPublic  
Health Agency 
20粥年4月13日  

概要   
13日、カナダ食品検査庁（CFIA）はカナダのウシにおける5  

例日のBSE症例を確認した。この発見により、カナダにおけるヒトの健康  
に対する新たなリスクはもたらされていない。VCJDに関するQ＆Aとし  
て．ヒトの健康に対するリスク、将来的にカナダにおいてvCJD症例は発  
生するか、マウスの臓器内でプリオンが確認された最近の研究がヒトの  
健康に関して意味するもの、などが妃鼓されている。  

ProMED200601 24 －0040  
月23日．Albe血で産まれ育った8才雑種  

雌牛が狂牛病であることを確認した。当該牛のいかなる部分も食品や  
他の動物の矧こはなっていない。このウシは国家サーベイランスプログ  
ラムにより発見された。同プログラムにより2003年の第1例以来87000  
頭以上の牛が検査された。  

・くマのウシが狂牛病であったことが  
ProMED200＄0314  －0020  明らかとなった。ウシはS帥taGe止rudis種の10才を超えるウシで．柑97  

年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ  
タリウシであったが．その後も改善しないため安楽死させ．検体を採取  
していた。Clifbrd獣医主任による狂牛病感染牛の発症．感染から検査  
結果確認までの経過報虐では、米国産牛肉は非常に安全であることが  
強嗣された。  

（USDA）の発表に開す  BSE  
FDA Statement 
2006年3月13日  る米FDAの声明。2006年3月13日の米国農務省（USDA）によるBSE犠  

牲ウシの発見確定を受け，FDAは連邦当局および州当局と共同で．こ  
のウシが摂取した飼料の由来を嗣査している。USDAはこのウシが飼料  
もしくはヒトの食糧供給に入っていないことも確認したこと，最近FDAは  
ヒトの食品および化粧品におけるウシの特定部分の使用を禁止する予  
防策を追加したことなどについて紀載されている。   
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出典   

0IE Disease  

lnfomation19（11）  
2006年3月16日  

概要  

l指前主てて来酋た暴け葛顔面あ誌言おデヴ仁ブじ才ちが玩主に  

報告された日時：2004年11月，および確定された日時：2005年¢月）今  
回報告日－2006年3月13日。アウトブレイクの初回確定月－2006年3月  
13日。アウトブレイクの開始日－200¢年2月2丁日。アウトブレイクの詳細  
一Alabama州の農場（アウトブレイクの開始日2006年2月2TEl）：ウシに  

おいて疑い例50例．症例1軌匁分1例。感染群一約50頂の肉用ウシお  
よび子ウシの群の肉用ウシ1頭（10才以上）。アウトブレイクの原因／感  
染源一不明もしくは結諭に到達していない。その他の詳細／コメントー  
米国において報告された8SEの2例日の確定例である。  

ソマトロピン（遺伝子組換え）  

ソマトロピン  
（遺伝子組  

換え）  

トリプシン  

スイス  
有効成分  

有－  者■■  セローノ・  
ジャパン  

株式会社  

セローノ・  
ジヤ／くン  

株式会社  

セローノ・  
ジャパン  

株式会社  

日本赤十  
字社   

C127細胞 株  

ソマトロピン（遺伝子組換え）  
ブタ膵臓  

英国、米  
国、カナ  
ダ、デン  
マーク   

スイス  

宥‥  
製造工程  

有一  

ソマトロピン（遺伝子租換え）  

C127細胞株  マウス細胞  
者■■  

製造工程  
嵩■■  

人血小橋濃厚液  人血小板濾 厚液  
人血液  

日本  蕪‖  
川∨  有効成分  

青■■  JM¢dVi和12006ニ  

78：31卜317  （H］V－1）が同定された。このウイルスは、NucliSenseH）V－1QTa＄8ay  
（OrganonTeGknika／bioMiパoux）では検出不能であり、Mo仙orvl．5teさt  
（RocheM0lecuIarSy8t帥l＄）ではLCxH）VRNAQuantitativeassay  
（AbbottLaboratories）に比べ有意に低値を示した。プライマーとブロー  
プ結合部位でのヌクレオチドの不整合が、定量善の原田である。HⅣ－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに  
注意すべきである。   
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感染症拝唱   

細菌感染  

出典   

ClinMi¢rObiol  

lnfeGt2005；11 
9柑－924  

回顧試験で、1020件中108件（10．6％）が病院内肺炎球菌血流感染 
（NPBI）と同定された。この内77例のデータが分析可能であったが、入暁  
後、血液培養が陽性になるまでは3～135日（中央値17日）で、基礎疾患  
は悪性腫瘍（31射、慢性閉塞性肺疾患（28．6射、心不全（1¢．9射、性性  
腎不全（15．¢射、肝硬変（13射、HⅣ感染（18％）であった。患者の31．2％カ〈  
重度の敗血症、11．7痛†敗血症ショック、鋸用が多臓器不全を呈した。  
原因函の血清型のうち、78射ま23価多糖体ワクチンに含まれていた。  
35名（45．5％）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3％）がNPBIに関連する  
と考えられた。  

細菌感染  にアメリカ赤十字の36の地域血液センターすべてにおいて  
Transfu＄ion2005  

45：1845－1852  成分採血由来の血小板製剤における細菌汚染についてルーチンの品  
質管理試験を行った。細菌試験の最初の10ケ月で350朋8例中228例  
が初期陽性であった。初期喘性のものにつき再度検体採取したところ、  
88例で細菌汚染が確認され、陽性卒は0．019鶉であった。単離された細  
菌はブドウ球菌属（47．1射、連鎖球菌属（2¢．5射、グラム陰性菌（17，6％）  
であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗血症性輸血  
反応と疑わしい症例が8例特定され、これらはすべてコアグラーゼ睦性  
ブドウ球菌が原因とされた。  

細菌感染  
l、ホ症候性の58歳男性由来の血小板が単球症リ  Transfuさion200（i：  

48：305－309  ステリア陽性であった。パルスフィールドゲル電気泳動バターンはODO  
データベース中の他の2例の単球症リステリア分離機と一致したが、疫  
学的な関連性は見られなかった。  

感染  
1甘さ繕以東：ま弓三ごヂジ所樹如増加じ王手  葛：触柱■  Eurosun／e‖an¢0  

2005；10（11）：  

051110  
交渉する男性の聞で激増しているためで、2004年は前年比禍増の192  
例で、柑80年代半ば以来最高となった。感染の¢0％は男性間性交渉、  
38％は男女間性交渉によるもので、約半数（97例）がストックホルム都で  
報告されている。ストックホルム都外の症例のうち2例は海外で血液製  
剤により感染した。  

マラリア  ProMed20051015  －0070  名が2005年8月－9月ドミニカ共和国東部を旅行した後に  

熱帯性マラリアを発症した。マラリア薬の服用歴はない。過去12ケ月以内  
に輸血、臓器移植歴もない。   
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憾染痘礎昭   

インフルエンザ  

出典   

AABB WeeWy 
Rep（〉膏2006；  

12（2）：卜3  

概要  
■  

斉基＝指た束歯御岳蕗磁窟安室套東浜結線両委員就こ7  
ンフルエンザの大流行とその血液馳附こ及ぼす影響について議論され  
た。特に短期生存型血小板の供給が脅かされることが強調された。ま  
た血液供給者の潜在的ウイルス感染聞損も含めて、安全な血液供給  
に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき対応策  
を可決した。  

N8ture2005：437  ：1108  ベトナムのトリインフルエンザ感染者においてオセルタミビ  
鳥インフルエン ザ  ルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見された。患者は予防土から開  

始し、のち高用土（治療土）投与され、回復した。高用量投与後はウイ  
ルスは分離されなかった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビ  
ル耐性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。  

WHO  
http：／／www．whojn  

t／Gさ「／don／200¢＿0  

2＿21b／8nパndex．ht  

mI  

アフリカ、ヨーロッパの国々に広  
鳥インフルエン ザ  がっている。2008年2月以降に初めてトリのH5Nl感染を報告した国は、  

イラク、ナイジェリア、アゼル／くイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イダノ  
ア、スロベニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランス  
の用カ国にのぽる。  

／くルポウイル ス  

動態の再評価により、症状が  
／くルポウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価により  

2005；ヰlニ120卜  GlinInfoctDi8  1203  早期に消失したにもかかわらず、、本ウイルスは宿主から急速には除  
去されないことが示された。  

クロイツフェル  
トヤコブ病  

ウム（SD＄）によるプリオンの不活性化について  JViro12006：80：  

322－331  検討した。ハムスターSc237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト・  
ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性SDS暴露による不活性化には、＄DS漉  
虔、暴露期間、温度が関係した。ヒト8CJDプリオンはハムスターS0237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線に付着したヒトsCJロブリオンは酸性SDSとオートクレープの併用で除  

去された。この知見は手術器貞や歯科用機番などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。   
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感染症薄明   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

NatMed2005：11  
982－985  

mis届ding¢yClioampl摘¢ation）  
法を自動化し、PrP＄Cの増幅率を向上させた。標準的な検出方法で  
140PMCAサイクルで感度が8600借上昇、2回連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPsG検出に成功し  
た。血液中でPrPs¢が生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

Nature2005；437  
25丁－261  及び変換活性との関係を嗣べたところ、14－28PrP分子に相当する凝集  

塊を持つ非線雉粒子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  
示唆された。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスザルの脳内に繚  JVir012005；78：  

137錮－13796  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組一針こはPrPresが検出され、澹綿状変性が放められた。霊長矧こ  
CWDが感染した初めての報告である。  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

8預のヒツジについて調べ  
NatMed2005；11  
1137－1138  たところ、そのうち261頭がプリオン病に対する感受性を与えるPrnp対立  

形質を有していた。7頭が明らかなスクレイピーであったが、脳、リンパ  
節、扁桃腺でPrPS¢が検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100表別こついて乳腺を組織学的に明べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頒では乳腺においてPrPS¢が検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272亘引こついても同様の調査  
を行ったところ、1謂が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、P貯S¢の沈着が予期せぬ組織に広がることが示さ  
れた。  

月8日時点でCJD死亡患者総  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

ProMED20060112 －0070  数（8SEと間違があると思われるvcJDを含む）は153例で、内訳はvCJD  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病  
理学的確定実態中）1例であった。存命中のVCJD患者は8例で、VCJD  
確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はなかった。   
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感染症凛嘲   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

英国保健省秤e＄S  

Statement  
http：／／www．hpa．or  

g山k／hpa／∩8WS／ar  

ticles／町eS＄＿rel悶  

SeS／2006／060209  

＿由d．htm  

患者は、供血後20ケ  
月でVCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
vcJDを発症した。この点看は存命中で、国立プリオン病院の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例目で  
あり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血焚分国製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後にvCJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している約30人のうちの一人  

だった。対象者は全員vCJD暴露の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvOJD伝稚の危険を減らすための予防措置を  

講じるよう求められている。  

987年から19粥年の間にH】∨感染小児患者5一例から採取し、凍  
ウイルス感染  

2005ニ43：朗28－  JClinMkrobi01  5434  結保存した末梢血単機細胞（P8M¢）と2002年から2003年に健黛者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／†ピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲ′ムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

ウイルス感染  
インド洋西部でチクングンヤウイルスによる昏染症が流行している。レ  
ユニオン島では200¢年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  
に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

什oMED2006020さ  

－0040  

から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  コロナウイルス  
感染  

S¢ienG82005：  

310：¢76－¢79  液、糞、唾液を採取し、血清検体および糞または唾液由来¢DNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ玉音検により分析した。その轄果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SAR＄）の病屏体である＄ARS  

コロナウイルス（SARS－00V）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－  
CoVは系統発生学的にSL－CoVの範疇に入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSL－CoV群の一見であったことを示す。   
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コロナウイルス  

感染症沖Tき   感染  

出典   

Clin）nfectDis  
2008；42：634－639  

概要   

新規ヒトコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾患に開運する可能性 があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連 が  
考えられる。  

エボラ出血  Nature2005；438：  

575－578  

年から2003年にかけて発生したヒトと大型葦  

長類におけるエボラ流行時に採集された1030の小型幹線掛物こおい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。驚  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる前に検査されたためと思われる。  

デング熟  

2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ レーシアでデング熱が流行している。死亡者も多数でている。  Prく〉Med20050928 －0040  

デング熱  
Blood2005；108：  

Abstract＃5331  後解剖でデンダウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた¢歳の少女は移植後5日目に全身紅班、¢日日に発  
熱を発症し、抗生物質の授与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾臓からデンダ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デンダウイルス4型のkM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨観移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

ウエストナイル  
ウイルス  朝日新聞2005年 10月3日  

0月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  
米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。国内初の感  
染例である。  

ウエストナイル ウイルス  
CDC／MMWR  

2005； 54（Di叩at¢h）：卜3  

2005年9月、米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  
名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから採取された血清および血  
紫サンプルの検査でWNV－IgM抗体、IgG抗体は陽性を示してが、WNV－  
RNAは陰性であった。   
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概要   
■■一■■▲■●●■■■■●■■－■■一▲t■1■ 一■■曽●■■■－■■●●■■■－－●■■■●●一■－ 

●■い●●■▲■－■■▲● ■ 之005年8月一9月にニュートクとへ○ンシルハ’ニアで臓器移植を受けたレシピエン トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。臓器移植によ  CDC  
http：／／www．Gdc．g  

ov／nGidod／dvbid／  

we8tnile／qa／trans  

fusion．htm  

ウイルス  
る感染は、ドナーの血液が核酸増哺試験陰性、IgM、IgG抗体確性の場  
合にも起こる可能性がある。  

重篤な8型肝炎を生じた  
B塾肝炎  

第47回日本臨床  
血液学会総会  
2005年9月17－柑  
日  

症例を棟数経験した。全例とも治療前のH8＄抗原は陰性であり、治療  
中の感染はなかった。HBさ抗体およぴHBG抗体陽性の症例があったこ  
とから、免疫状態の変動に伴いHBVの再活性化が生じたと推測される。  

H鮎Ab犠牲で、同種造血幹細胞移椙をうけた患者  B型肝炎  第47回日本臨床  
血液学会総会  
2005年9月1コト柑  
白  

帯29回日本血液  
事案学会総会  
2005年10月12一日  
日  

JGlinMi（汀りbi01  

2005：43：4413－  
4417  

8例のうち1例が、移植後15ケ月で劇症B型肝炎を発症した。このような  
患者ではHBウイルスをモニタリングする必要があると考えられる。  

日赤へ報告された輸血後HBV感染薫い  
B型肝炎  

症例の現状とその傾向について解析した。  

C型肝炎  

たところ、用例中14例で、唾液検体では陰性であったが、GGFでは  
H（；∨－RNAが放められた。また2¢例中20例で唾液中よりGGF中のHGV－  
RNA値が高かった。HCVの感染経路を考察する必要がある。  

～4月にかけて、あるへ●インクリニックで3回の処置を受けた急性  C型肝炎  The 43rd Annual 
Meetingof旧SA  
2005年10月¢－9日  

C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例中4例が新たにHGVに感  
染していた。棟数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため  
と考えられた。  

●■■■■■■■■■－■■一一■一■●■一■●●■■■■■■一■■－－－■●●■■●■■■●●●●■一●●  

英国国内で感染したE型肝炎の症例が、／トミンガム市内  
E型肝炎  

JMedVir012008；  
78：473－475  の病院で8例先見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  

おり、通禁lま流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航暦とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。   
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報告者名   

日本赤十  
字社  

一般名  新鮮凍緒人血輝  原産国  日本  原材料名  人血液  含有区敦  有効成分  
出典   

JMedVir012006；  
78：311－317  

薇牽   
ドイツで初めて8／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウイルス1型  

（H］V－1）が同定された。このウイルスは、NucliSenseH）V－1QTassay  
（OrganonTecknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl，5tBSt  
（RocheMo［ecularSystems）ではLCxH）VRNAQuantitativeassay  
（AbbottLaboratories）に比べ有意に低値を示した。プライマーとブロー  
プ頼合部位でのヌクレオチドの不整合が、定量差の原因である。川∨－1  
の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定主に影響を与えることに  
注意すべきである。  

細菌感染  ける肺炎連鎖球菌膏血症  
ClinMicrobわl  

Infect2005；11：  

919－924  
回顧試験で、1020件中108件（10．8％）が病院内肺炎球菌血流感染  
（NPBl）と同定された。この内77例のデータが分析可能であったが、入院  
後、血液培養が偶性になるまでは3”135日（中央値17日）で、基礎疾眉  
は悪性腫瘍（31射、慢性閉塞性肺疾患（2臥8射、心不全（用．9射、慢性  
腎不全（15．6射、肝硬度く13射、川∨感染（13％）であった。患者の31．2‰が  
重度の敗血症、11．7痛t敗血症ショック、3．9痛†多臓器不全を呈した。  
原因菌の血清型のうち、78射ま23価多糖体ワクチンに含まれていた。  
35名（45．き匁）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3射がNP【Ⅲこ関連する  
と考えられた。  

細菌感染  
にアメリカ赤十字の36の地域血液センターすべてにおいて、  Transh＄ion2005；  

45：1845－1852  成分採血由来の血小板製剤における細菌汚染についてルーチンの品  
質管理試験を行った。細菌試験の最初の10ケ月で350，658例中226例  
が初期陽性であった。初期陽性のものにつき再度検体採取したところ、  
68例で細菌汚染が確認され、腸性卒は0．019％であった。単離された細  
菌はブドウ球菌属（47．1射、連鎖球菌隅（28．5射、グラム陰性菌（1了．¢射  
であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗血症性輸血  
反応と疑わしい症例が3例特定され、これらはすべてコアケラーゼ陰性  
ブドウ球菌が原因とされた。  

細菌感染  耐お古古顔東経由来あ追；繭哺り一  
T帽nSfusion2006；  

46：305－309  ステリア悌性であった。／くルスフィールドゲル電気泳働／くターンはCDC  
データベース中の他の2例の半球症リステリア分離株と一致したが、疫  
学的な関連性は見られなかった。   

J．…．…．＿…l  ＿し」…．l  」．＿．……j．   」…‖…＿＿．j．  L…．＿」．  
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感染症（P罰   

クロイツフェル  
トヤコブ病  

出典   

JVir（I12006：80：  

322－331  

概要   

酸性ドデシル硫酸ナトリウム（SDS）によるプリオンの不活性化について  

検討した。ハムスターSG237プリオンおよぴヒト散在性クロイツフェルト  
ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性SDS暴露による不活性化には、SDS濃  
度、暴露期間、温度が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSc237  
プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス鋼  
線に付着したヒト6CJロブリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用で除  

去された。この知見は手術器具や歯科用機器などのプリオン不活性化  
に適したシステムの基礎となる。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

mis仙ding¢yCli¢amPlifiGation）  NatMed2005：11  
982－985  法を自動化し、Pげ8¢の増鴨率を向上させた。撫準的な検出方法で  

川OPMCAサイクルで感度が8600借上昇、2回連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrP8Gの8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrP鍾検出に成功し  
た。血液中でPrPscが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

Natur（）2005；437  

257－2¢1  及び変換活性との関係を嗣べたところ、川－28PrP分子に相当する凝集  
塊を持つ非線維粒子がTSEの最も有効なイニシエーターであることが  
示唆された。  

リスザルの脳内に按  
フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

JVレ012005：79：  

13794－137粥  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織には打Presが検出され、海綿状ま性が放められた。悪長類に  
CWDが感染した初めての報告である。  

る818頸のヒツジについて調べ  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

イタリアのサツサリ地方で飼育されている81  NatMed2005：11  
1137－1138  たところ、そのうち2¢1頸がプリオン病に対する感受性を与えるPrnp対立  

形質を有していた。相組く明らかなスクレイピーであったが、臥リンパ  
節、扁桃腺で叶PSoが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為  
に選んだ健康なヒツジ100頁割こついて乳腺を組織学的に嗣べたところ、  
乳腺炎とスクレイピーを併発していた4真弓では乳腺においてPrPSGが検  

出された。30km離れた別の群れのヒツジ272頭についても同様の調査  
を行ったところ、1頭が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイ  
ピーの併発により、PrPSGの沈着が予期せぬ組織に広がることが示さ  
れた。   
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厳染碇雄耶   
異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

横雲  
酎摘漸三ま右左を揃官占官蒔点ぞ占ユ正恵宥恕  

数（8SEと関連があると思われるvCJDを含む）は153例で、内訳はvOJロ  
確定例における死亡患者109例、VCJD可能性側における死亡患者（神  
経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病  
理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6例で、VCJD  
確定例および可能性側総数lま159例で前月から変化はなかった。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省Pre＄S  

Statement  

http：／／www．hp乱Or  

g．uk／hpa／new8／ar  

ticles／町eSもrele8  

s¢S／2006／060209  
＿dd．htm  

輸血と間違したvcJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血捷20ケ  月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後に  
vcJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病暁の医師によ  
る治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例日で  
あり、VGJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな証拠と  
なるだろう。これら3例は、血焚分画製剤の投与ではなく、すべて血液成  
分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後にvOJDを発症し  
たドナーから輸血されたことが判明し生存している約30人のうちの一人  

だった。対象者は全員vcJD暴焉の可能性があることを通知され、手術  
などの医療措置を介したvcJD伝播の危険を減らすための予防措置を  

講じるよう求められている。  

ウイルス感染  
987年から柑98年の聞にHIV感染小児患者引例から採取し、凍  

2005：43：5428－  

JC伽Mj¢mbjoI  5434  

結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健儒者用例  

から採取した新鮮P8MCにおいてヒト／くどローマウイルス（HPV）DNAを  

桐べた。患者8例と健常者3例がHPV型1¢ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  ト   

ウイルス感染  
ProM∈D200¢0205  －0040  ユニオン島では2008年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万人  

に達した。モー」Jシヤス当馬はウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除  
を決定した。  

70ページ  



コロナウイルス  感染症げ昭   感染  
出典   

＄¢ienGe2005；  

310：676－679  

概要   
■■■● －■■一 ■ ■■ ■■■■■－●■▲■■■ ■一 ■▲●●●■●■■■■－■－■■■■■●▲■■■■  

から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  
液、糞、唾液を採取し、血清検体および糞または唾液由来¢DNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ重盲検により分析した。その結果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸辞症候群（SARS）の病原体であるSARS  

コロナウイルス（SARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離された＄ARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離されたSAR＄－  
CoVは系統発生学的にS上CoVの範疇に入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSL－CoV群の一点であったことを示す。  

●■－●■－■一■●■－－－－－－－－－－ －■■－－－ －－－－－－■一－●－－－－■■－■■－■■一■■■■■ ■  

トコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾患に関連する可能性  
コロナウイルス 感染  

ClinJnfeGtDis  
2008；42：634－6ユ9  があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感僕との関連が  

考えられる。  

エボラ出血  
年から2003年にかけて発生したヒトと大型霊  Nature2005：438：  

さ75－57¢  長類におけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて桐べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ様類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。窯  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、P（）R瞞性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物lま感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる前lこ検査されたためと思われる。  

デング熱  
ProMed20050928  

－0040  2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ レーシアでデング熟が流行している。死亡者も多数でている。  

デング熟  BI00d2005：106：  

Abstract＃5331  後解剖でデンダウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた8慮の少女は移植後5日目に全身紅班、6日目に発  
熱を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、1＝ヨ目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、脾放からデンダ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検癒  
したところ、デンダウイルス4型のkM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養は、ドナーの急性力価と一致した。デンダウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。   
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10月3日  出典  朝日新聞2005年   

我妻   

0月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  

ウエストナイル ウイルス  米国で流行中のウエストナイル熟と診断されたと発表した。国内初の感  
染例である。  

ウエストナイル  
ウイルス  

CDC／MMWR  
200さ：  

糾（Di＄Pat¢h）：卜3  

5 孝碩：細事ニホぢ頗卓彦磋を吏洋品ピ王ジドj  200   

名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから採取された血清および血  
焚サンプルの検査でWNV一旭M抗体、IgG抗体は陽性を示してが、WNV－  
RNAは陰性であった。  

ウエストナイル  

ウイルス  
ニ摘た三ご二言苛盲人ワら前ぐ詳朝顔藩移虚妄富l弼茹ジピ王シ  

CDC http：／／www．cdG，g  
ov／nGidod／dvbid／  

WeStnile／qa／trans  

fusion．htm  

第47回日本臨床  

血液学会総会  
2005年9月り－柑  
日  

トがウエストナイルウイルス感染した件に関連するQ＆A。臓器移植によ  
る感染は、ドナーの血液が核酸増幅試験陰性、IgM、IgG抗体陽憺の場  
合にも起こる可能性がある。  

重篤なB型肝炎を生じた  
B型肝炎  

症例を複数凝儀した。全例とも治療朋のHBさ抗原は陰性であり、治療  
中の感染はなかった。H馳抗体およぴHB¢抗体陽性の症例があったこ  
とから、免疫状態の変動に伴いH8Vの再活性化が生じたと推測される。  

日日sAb陽性で、同種造血幹細胞移椙をうけた患者  
B型肝炎  第47回日本暁床  

血液学会総会  
2005年9月り－19  
日  

帯29回日本血液  
草葉学会総会  
2005年10月12－14  
日  

JClinMi¢rObi01  
2005；43：441ユー  

4417  

¢例のうち1例が、移植後15ケ月で劇症B型肝炎を発症した。このような  
患者ではHBウイルスをモニタリングする必要があると考えられる。  

日赤へ報告された輸血後HBV感染疑い  
B型肝炎  

症例の現状とその傾向について解析した。  

C型肝炎  

たところ、18例中＝例で、唾液検体では瞼性であったが、G（〉Fでは  
H（〕∨－RNAが認められた。また祁例中20例で唾液中よりQCF中のHCV－  
RNA也が高かった。HCVの感染経路を考察する必要がある。  

～4月にかけて、あるへ■インクリニックで3回の処置を受けた急性  
C型肝炎  

Theヰ3rdAnnuさI  

MeetingoflDSA  
20（汚年10月¢－9日  

G型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例中4例が新たにH¢∨に感  
染していた。複数回使用したリドカインの／くイアルが汚染されていため  
と考えられた。   
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